
下記の診療一覧表は平成２４年８月時点のものです。
学会や緊急手術、異動などにより担当医師が変更とな
る場合もございますのでご了承ください。

予約が必要な診療科は水色 ( 白抜き字 )
で表示していますのでご注意ください。
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外 来 診 療 一 覧 表

消化器内科

循環器内科

呼吸器内科

血液内科

内科

診療科 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

川田 光顯

的場 俊 的場 俊 的場 俊

川田 光顯 川田 光顯

中村  寿宏 ( 糖尿病 )

中村 寿宏

高橋 昌也

和田 邦彦

河瀬 成穂 窪田 哲也

研谷 和人

緒方 英之

中村 寿宏 松本 竜季

中村 寿宏

大崎 純子

秋澤 雅史

山内 祥豪

山内 祥豪 山内 祥豪 山内 祥豪

峯瀬 正祥

峯瀬 正祥

前田 博教

今里 滋宏 今里 滋宏 今里 滋宏田所 伸朗

田所 伸朗

吉田 和之

吉田 和之

岡田 眞尚

岡田 眞尚

西山 正司

前田 賢人

前田 賢人

廣瀬 康昭

田村 賢司

田村 賢司

田村 賢司

廣瀬 康昭

廣瀬 康昭

廣瀬 康昭 廣瀬 康昭

前田 賢人

前田 賢人 前田 賢人矢野 哲也

矢野 哲也 矢野 哲也

矢野 哲也矢野 哲也

禁煙外来 ( 予約 ) 西山 正司 ( 予約 ) 西山 正司 ( 予約 )

西山 正司 西山 正司 西山 正司 西山 正司

母乳外来 母乳外来 母乳外来 母乳外来

岡田 眞尚

岡田 眞尚 岡田 眞尚

吉田 和之 吉田 和之 吉田 和之

吉田 和之 吉田 和之 吉田 和之 吉田 和之

田所 伸朗

前田 博教

直木 一朗 直木 一朗

直木 一朗

山本 盛雄

山本 盛雄

峯瀬 正祥

峯瀬 正祥

越智 友梨 寺内 靖順 林 佳世

秋澤 雅史

土居 江里奈

土居 江里奈 土居 江里奈 応援医師

秋澤 雅史

大崎 純子 和田 邦彦 大崎 純子

和田 邦彦 (10:30 ～ )

山下 元司
( 第２・第４)

市川 徳和 ( 予約 )
( 第１・第３)
福田 剛一 ( 予約 )

( 第３)

岡田 眞尚
１ヵ月健診 ( 予約 )

渡橋 和政
（第４）

岡田 浩晋
（第４）

前田 賢人
( 第２・第４・第５)

畠中 雄平
( 新患のみ偶数月第４)

午後
( 受付 13:00 ～ 16:00)
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新患 (予約制 )

再診 ( 予約制 )

午前　：　再診 ( 予約制 )

乳児健診 ( 予約 ) 予防接種 ( 予約 )

高知大学  応援医師

高知大学  応援医師 高知大学  応援医師

高知大学  応援医師

直木 一朗 ( 予約 )

岡田 眞尚 ( 予約 ) 岡田 眞尚 ( 予約 )

岡田 眞尚 ( 予約 )

筒井 巧

ストーマ外来

精神科

外科

神経内科

形成外科

産婦人科

泌尿器科

内科

外科 整形外科

産婦人科 泌尿器科 放射線科

小児科 皮膚科

耳鼻咽喉科

眼科消化器内科 循環器内科

小児科

皮膚科

眼科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

胸部・心臓
血管外科

整形外科
リハビリテーション科

リウマチ科

午　後

午　後

午　前

午　前

午　前

午　前 (11:00 まで )

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　前

午　後 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午　前 ( 予約 )

午　後 ( 予約 )

午後 ( 受付 14:00 ～ 16:00)

( 受付 14:00 ～ 15:30)

( 受付 14:00 ～ 16:00)

午　後

午　後

午　後

あっぷるクリニック ( 予約 )

県立あき総合病院 検索

0887-34-3111( 代表 )お問い
あわせ

午前 受付

予約変更

地域連携室

8:30 ～ 11:30

14:00 ～ 16:00

0887-35-8107
( 直通 )

川田 光顯

岡田 眞尚 西山 正司

前田 賢人 矢野 哲也 廣瀬 康昭

田村 賢司 寺島 正子

中村 寿宏

直木 一朗前田 博教 山本 盛雄 今里 滋宏 田所 伸朗

松本 竜季 大崎 純子 和田 邦彦 秋澤 雅史 吉田 和之的場 俊

特集：精神科ってどんなところ？

Q. 新しい病院ってどんなところ？
Q. 精神科の医療って何をするの？
Q. 精神科で働く職業ってどんな仕事？

→ 2-3P へ！
→ 4-5P へ！
→ 6-7P へ！

The new psychiatric ward of AKI General Hospital was opened 
to the public in August 2012. 
Please take a look at it.

新病院精神科病棟が

オープンしました !!
新病院精神科病棟が

オープンしました !!

精神科の不思議。

⇒ その他、いろいろな企画がいっぱい！
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新病院精神科病棟部門を大公開 !!

現在建っているのは北側
( 精神科病棟部門 ) です。

2
ひだまりぷらす

目次

精神科

特集①

【 建物位置 】 【 建設スケジュール 】 【 精神科の病床数 /編成 】
H21    H22    H23    H24    H25    H26
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表紙

祝オープン !
新病院の大公開 !!

最近の精神科医療
by 山内副院長

精神科医療に携わる７
職種の紹介

管理栄養士のレシピ紹
介 ( 茄子 )
編集班紹介

部署紹介 (OP 室 )
感染対策カンファレンス
の報告

秋にかけて注意を !!
小児気管支喘息とは

外来診療一覧表

院長 前田 博教
まえだ　 ひろのり

2012 年より高知県立あき総
合病院長。専門は消化器一
般外科・乳腺外科。日本外
科学会認定医・専門医、医
学博士。

　いよいよ第一期工事の新病棟が完成いたし

ました。津波対策での設計変更のため工期が

約４ヶ月遅れとなりましたが、出来上がった

白い外壁の堂々とした建物を見ると、まさに

ここがこの地域を守る城であるという気が致

します。

　第一期工事は全体計画の約３分の１の部分

工事で、まずは精神科の二つの病棟がこの建

物に移ります。この後に第二期の本体工事に

取り掛かり、平成２６年４月には新病院建物

の完成となります。

　今回完成した精神科病棟は、非常に清潔感

があると同時に温かみのある内装で、居住性

に配慮がなされています。また２階のスペー

スにはデイケア室や作業療法室が完備され、

さらに各種の講演会や会合に使用できる多目

的ホール「やまのホール」が備えられています。

万一の災害の場合にはこれら２階のスペース

で災害医療を行うこととなっています。

　このように新病院では日常診療とともに災

害にも十分な配慮がなされています。地域の

皆様からのご期待に応えるべく、病院機能の

充実にさらに取り組んで参りたいと考えてお

ります。ご支援のほどお願い申し上げます。

地域を守る白
い城

・病床数＝精神科９０床

・編成＝精神科病棟２看護単位

　　　　精神科作業療法

　　　　精神科デイケア ( 大規模 )

エントランス ( 入口 )

病棟デイルーム

やまのホール

作業療法室

作業療法室入口

デイケア

調理室

デイケア入口

大部屋

入浴室

隔離室

スタッフステーション

廊下

廊下

コーナー ( 左図①)

①
※右写真参照

新病院北棟 “やま”
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精
神
病
は
適
切
な
時
期
に
正
し

い
治
療
を
す
れ
ば
、
多
く
は
治
り

ま
す
。
精
神
病
の
治
り
方
は
糖
尿

病
や
高
血
圧
と
良
く
似
て
い
ま

す
。
治
療
は
お
薬
が
主
体
で
す
。

生
活
習
慣
や
環
境
を
変
え
る
こ
と

で
お
薬
が
不
要
と
な
る
人
も
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
お
薬
の
効
き
の

良
く
な
い
方
が
一
定
の
割
合
で
お

ら
れ
ま
す
し
、
治
療
が
遅
れ
る
と

後
遺
症
が
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

生
活
に
あ
ま
り
差
し
障
り
が
な
い

程
度
ま
で
治
っ
て
も
、
お
薬
を
や

め
る
と
再
発
し
や
す
い
と
こ
ろ
も

よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
精
神
病
と
聞
い
て
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
べ
る
で

し
ょ
う
か
。
原
因
不
明
の
不
治
の

病…

得
体
の
知
れ
な
い
怖
い
病
気

の
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
平
成
23
年
、
厚
生
労
働
省
は
、

地
域
の
医
療
計
画
に
盛
り
込
む
べ

き
病
気
と
し
て
、
が
ん
・
脳
卒
中
・

急
性
心
筋
梗
塞
・
糖
尿
病
の
こ
れ

ま
で
の
４
大
疾
病
に
、
新
た
に
精

神
疾
患
を
加
え
て
「
５
大
疾
病
」

と
す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
今

や
精
神
病
は
身
近
な
病
気
で
、
地

域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
昔
前
の
精
神
科
の
お
薬
は
、

と
て
も
つ
ら
い
副
作
用
を
持
つ
も

の
が
多
く
、
常
用
す
る
の
に
覚
悟

が
い
り
ま
し
た
。
で
も
近
頃
の
お

薬
は
副
作
用
も
少
な
く
、
楽
に
続

け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

お
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
日
々

の
飲
み
忘
れ
の
心
配
の
な
い
持
続

性
の
注
射
薬
を
使
う
こ
と
も
選
べ

ま
す
。
近
年
で
は
精
神
科
領
域
に

お
い
て
も
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

作
ら
れ
て
広
め
つ
つ
あ
り
、
医
師

個
人
の
技
量
や
経
験
な
ど
に
頼
ら

ず
に
、
誰
も
が
安
全
か
つ
効
果
が

最
も
期
待
で
き
る
初
期
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

お
薬
以
外
で
は
、
認
知
行
動
療

法
、
磁
気
刺
激
療
法
な
ど
が
効
果

を
上
げ
て
い
て
、
普
及
が
待
た
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。…

と
は
言
っ

て
も
ま
ず
病
気
に
か
か
ら
な
い
事

が
肝
心
で
す
。
こ
の
先
、
患
者
背

景
の
研
究
が
も
っ
と
進
む
と
、
精

神
疾
患
に
か
か
り
や
す
い
人
を
予

測
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
後
、
精
神
科
医
療
は

予
防
医
学
と
い
う
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、
よ
り
重
要
視
さ
れ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

副
院
長　

山
内
祥
豪

最
近
の
精
神
科
医
療
に
つ
い
て

精神科
特集②

1996 1999 2002 2005 2008
0

50

100

150

200

250

300

350 万
人

心臓病
脳卒中

がん

糖尿病

精神疾患

■ ５大疾病患者数の推移

■ 精神科の治療ガイドライン ( 例 )

■ 磁気刺激療法 ■ 認知行動療法の認知行動モデル

厚生労働省調査

TMS
treatment
device

The pulses 
trigger 
electrical 
charges, 
causing 
neurons to 
become 
active.

Neuron

○磁気刺激療法とは、電磁石に流れてい
　る電流により磁場を発生させ、磁場を
　受けている脳に二次電流を発生させて
　刺激することで、うつ病などの精神疾
　患の症状改善が期待されている治療法。

○認知行動療法とは、学習理論をはじめ
とする行動科学の諸理論や行動変容の諸
技法を用いて、不適応な反応を軽減する
とともに、適応的な反応を学習させてい
く治療法。

環境

個人

身体反応

認知 感情

行動

下記に述べられている治療法 ( 磁気刺激療法・認知行動療法等 )
は現在、当院では実施しておりません。ご注意ください。！

や
ま
う
ち 

よ
し
た
け
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　診察を受けた時に、「血液を採って調べ
ましょう」などと言われたことがありま
すか。臨床検査技師は、疾患の診断や治
療をする上で必要である様々な検査を
行っています。
血液を分析機にかけ、貧血や血糖、肝機
能などを調べたり、血液や尿に見られる
細胞や細菌を顕微鏡で観察し臨床へ報告
しています。この他にも安全に輸血を行
うための検査や感染症の起因となる細菌
を調べる検査も行っています。
　また心電図検査や脳波検査のように、
直接患者さんに接して行う検査もありま
す。初めて検査を受けられる時は、「どん
な検査だろう。痛いかな…」と色々不安
があるかと思います。私たちは、患者さ
んにリラックスして検査を受けて頂ける
よういつも心がけておりますので、心配
なことや検査についてわからない点があ
りましたら、ご遠慮なく声をかけてくだ
さい。

（文：雑賀 智子）

　精神保健福祉士は、精神的な症状によっ
て起こる、日常の困り事や問題点につい
て相談にのりながら、福祉的な視点で一
緒に解決方法を考えていく専門の相談員
のことです。
　例えば、「医療費が支払えなくて困っ
た」、「退院後の生活について不安がある」
といった治療面以外にも出てくる様々な
生活面の不安や悩みについても話を聴き、
他機関・多職種と連携をとりつつ患者さ
ん本人や家族の支援をしています。
　病院で治療していくことで、１人１人
の患者さんその家族の皆さんには、大な
り小なり悩みであったり不安であったり
が出てくると思います。そのような悩み
を一人で、そして家族で抱え込まず、一
緒に共有していきながら、気軽に相談で
きる相談室を目指しておりますので、困っ
た時はぜひご相談ください。

（文：笹岡 亮佑）

　皆さんは精神科の看護の現場をイメー
ジしにくいかもしれませんが、実際には
患者さんの精神的な症状などから生じる
心と体、生活上の様々な問題に対して、
１人１人の個別性を大切にしながら、食
事の工夫や清潔の保持、内服薬や金銭の
管理、環境の調整などの援助を行ってい
ます。また精神科では「対話」を看護の
基本におき、患者さんの薬や病気に対す
る思いや疑問、退院後の生活に対する不
安や困り事などについて一緒に考え、安
心して治療に取り組んでもらえるように
関わっています。また近頃はチームアプ
ローチと呼ばれる関わり方が主流になっ
ており、入院中だけでなく、退院後も地
域でその人らしい生活が送れるように看
護師が中心となり多職種で支援していま
す。このように看護師は患者さんと多職
種をつなぎ、患者さんとご家族とのコミュ
ニケーションが円滑に進むように働きか
ける「橋渡し」の役割も担っています。

（文：小松 博文 : 写真右）

　精神科医療における薬剤師業務は他の
診療科の業務と大きな違いはありません。
異なる点とするならば、治療を受ける患
者の疾患に対する病識・認知度に差がみ
られることです。薬物療法が治療の基本
となりますが、安全で効果的な薬物療法
の実施のために副作用、相互作用、重複
投与などのチェックを行う薬剤師の関与
が必要となります。抗精神病薬にみられ
る副作用で過鎮静、自律神経症状、錐体
外路症状等は、ときに患者に大きな苦痛
を与え、結果として服薬が継続できない、
症状の悪化・再燃などを引き起こすこと
となります。患者さん自身が様々な副作
用を回避し、あるいは副作用が発生した
場合においても的確な対応が可能になる
ように、精神科における薬剤師の行う服
薬指導は、繰り返し薬剤に関する情報を
提供することで、薬物に関する知識の増
加と不安の払拭、服薬の継続に対するモ
チベーションを向上させ、服薬の中断と
再発予防に有効であると考えられます。

（文：岡崎 信樹）

　作業療法とは、対象者となる方の症状
や目的に合わせて様々な活動 ( 作業 ) を
一緒に行いながら、身体や気分の回復を
助けるための精神科リハビリテーション
の一つです。私たちは誰もが日常の中で
様々な活動 ( 食べる・運動する・入浴する・
眠るなど ) を行い、生活を営んでいます。
作業療法士はそういった諸活動を訓練の
手段として用い、患者さんの持っている
力を最大限発揮できるようお手伝いをし
ています。
　例えば精神科では、病気が脳の働きに
影響し、意欲や集中力が阻害されること
があります。作業療法では、活動を通じ
て意欲を引き出したり、環境や方法を調
整しながらより集中できるように支援し
ていきます。また作業療法の中で人との
交流を通じて薬だけでは解決できない生
活上の様々な悩みや困難なことに立ち向
かえるようになり、退院後の社会生活を
より良くおくる手助けとなります。
※写真では、筋力の維持 /向上を目的に
ダンベル運動を行なっています。

（文：山本 信平）

　心理判定員とは公務員の中で心理業務
を行う職員の呼称です。主な仕事は「心
の問題」を抱えた人に接し、その人の特
徴や問題点を捉え、カウンセリング等の
技法によって問題解決の手助けをするこ
とです。業務としては大きく４つに分け
られます。
１）心の特徴・問題点を探る ( 心理アセ
スメント )…面接・観察・心理テスト等を
行い、その人の特徴や問題点をとらえ、
必要な援助について検討する。　２）心
理カウンセリング…その人の特徴に応じ
て、カウンセリングや心理療法等の臨床
心理的技法を用いて、問題の改善や援助
を行う。　３）臨床心理学的地域援助…
個人のみにではなく学校や職場などにも
働きかけ、援助を行う。また、地域社会
に対しても生活環境の改善の提案や情報
提供を行う。　４）調査・研究活動　
　当院では１名が児童思春期相談、１名
が精神科デイケアを担当しています。　

（文：西村 竜実）

　栄養士の業務は、入院患者への食事提
供と栄養管理になります。食事提供部門
は民間の給食会社に委託していますので、
献立のチェックと管理が主になります。
精神科というと、よく一般科との違いを
聞かれたりしますが、「精神科だから特別
なものを作っている」というわけではあ
りません。ただ、精神科では精神疾患と
身体合併症や生活習慣病の治療で、どち
らを優先するかは患者の状況により変
わってきます。重篤な患者は精神症状の
改善が最優先になりますし、患者自身も
食事どころではなかったりします。患者
が落ち着いてから医師・看護師より患者
の精神状態に適した食事対応が可能か相
談を受けます。これからが栄養管理の本
番になります。業務で一般科との違いが
大きいのは、他の職種との共同作業が多
いことでしょうか。社会復帰支援のため
に作業療法士と協力して料理教室を行っ
たり、病棟と協力してバザーの出し物を
作ったりします。一緒に作業をするため、
普段の情報交換も気兼ねなくできるのが
いいところです。　

（文：高橋 俊裕）

臨床検査技師

精神保健福祉士 薬剤師 看護師

作業療法士 心理判定員 管理栄養士
clinical technologist

psychiatric social worker pharmacist nurse

occupational therapist clinical psychologist nuturition manager

精神科医療に携わる
職業紹介

医師だけじゃない !?

精神科では医師をはじ
めとして様々な職業の
人々が働いています。
今回はそれらの人々の
中から、医師を支える
７つの職業についてど
んな仕事をしているの
かをご紹介いたします。

精神科
特集③
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薬物療法 療法 整備運動 環境

　ぜんそくの薬に対するイメー
ジは、「気道の過敏な反応」や「発
作」を「抑えてくれるもの」と
いう漠然とした捉え方をしてい
るのではないかと思います。け
れど、ぜんそく治療に使われる
薬は、症状を鎮める薬 ( 発作止め
薬：リリーバー ) だけではありま
せん。症状を起こさないように
体調を整える薬 ( 長期管理薬：コ
ントローラー ) も重要な役割を
担っています。
　そして医師は、患者の年齢や
症状、環境整備や運動療法の様
子など、いくつかの点を総合的
に判断して内服薬や吸入薬など
を処方しています。

　ぜんそくは自律神経の働きや
心理状態、心肺機能や運動とも
深いかかわりがあります。ぜん
そく発作を起こすことがあって
も、症状が落ち着いているとき
に体調に合わせた運動を行い、
基礎的な体力を身につけること
で、発症を重症化させない、発
作が起こりにくい身体を作るこ
とができます。
　運動は、朝早く起きて散歩し
たり、深呼吸を取り入れた体操
をしたり、水泳などぜんそくの
人に適しているといわれるもの
を実践してもよいと思います。

　アレルギー反応の原因 ( アレル
ゲン ) となるものは人によって
様々です。アレルゲンはハウス
ダスト・ダニなどの「吸入抗原」
と、卵・乳・小麦などの「食物抗原」
と呼ばれるものがあります。ま
た、気温差や風邪など、アレル
ゲン以外にも症状を引き起こす
誘因となるものがあり、これら
は刺激因子と呼ばれています。
これらの「症状を起こす引き金
となるものをできるだけ避ける」
ことを環境整備といいます。　

P09 ひだまりぷらす vol.2 P08 ひだまりぷらす vol.2
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喘息の気管支の状態

呼吸困難を示す他覚的所見

1 2 3

正常な気管支 慢性的な炎症状態 気道が狭くなった状態

（発作時）

□ 家具

□ じゅうたん

□ ソファ

□ ぬいぐるみ

□ 家具

□ カーテン

□ ペット

□ 掃除機

□ 鉢植え

□ 洗濯物

□ 暖房器具

□ タバコ

日光干し、加熱、乾燥、高密度繊維カバーの使用など

使用しないことが望ましい。フローリングにする。

布製のものは使用しない ( 革製か合成皮革にする )。

できるだけ処分し、洗濯できるものを少数のみにする。

数を減らす。扉をつける。上に物を置かない。

洗濯できる素材のものにする。ブラインドに替える。

毛の生えているペット ( イヌ、ネコ等 ) は飼わない。

フィルター付きで集塵袋が二重になっているものにする。

室内に置かないようにする。

室内に干さない。

石油やガスなどの化学物質を発生させるものは使わない。

受動喫煙を避ける。( 保護者はタバコを止めること！ )

□ ダニアレルゲン回避のための室内環境調整チェックリスト

陥没呼吸 肩呼吸 起坐呼吸
かんぼつ き　ざ

息を吸うときに

　　　の部分が

へこむ呼吸。

肩を上下させて、

懸命に呼吸する

状態。

息苦しくて横に

なることができ

ない呼吸。

炎症を起こす
刺激

ダニ・カビ・食物
・ウイルス・喫煙

など

ダニ・カビ・食物
喫煙・気候の変化

など

←粘膜が腫れた状態と　
　なり、気道の周りの
　平滑筋が収縮するので
　気道が狭くなる。

発作を誘発
する刺激

【治療の３本柱】【引用文献】日本小児アレルギー学会監修：『家族と専門医が一緒に
作った小児ぜんそくハンドブック 2008』：Ｐ34-36：協和企画

薬を使った体調管理を目標に 積極的に心身の
　　　活動性を高める 生活環境から原因を減らす



03 04

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

夏の終わり
にぜひ！

編 集 班 紹 介

久保  由佳 高塚  智行 Tomoyuki   TakatukaYuka   Kubo

４月より地域連携室に異動となりまし
た。また、この広報誌の企画部会の委
員長も務めています。ご意見・ご感想
などございましたらお寄せください。
趣味は、食べ歩き・飲み歩きです。

病院では、心理検査と子どもの発達支援 ( あっ
ぷるクリニック ) を担当しています。保育園
や学校に出て行くこともあります。
趣味は、阪神タイガースの応援と食べ歩きで
す。毎年タイガースの優勝を夢見ていますが
…。うどんが好きなので、よく香川まで讃岐
うどんを食べに行っています。

看護長 /勤続 14 年目 心理判定員 /勤続 11 年目

ひだまりぷらすP11 vol.2 ひだまりぷらすP10 vol.2

【 1 人分の栄養価 】

なすの和風マリネ 材料 (２人分 )

【 作り方 】

・なす …………… ２本半 ( 約 250g)
・みょうが ……… 小１本 (10g)
・しょうが ………  6g
・青じそ ………… ２枚 (1g)

・サラダ油 …… 大さじ１(12g) 
・酢 …………… 大さじ１(15g)

・薄口醤油 ………… 大さじ１弱 (15g)
・砂糖 ……………… 大さじ 1/2(4.5g)
・かつお節 ………… 1/2P(2.5g)

A

①なすは乱切りにし、水につけてアク抜きをする。みょうがとしょうがはみじん切り、
　青じそは千切りにする。
②耐熱性の容器に (A) を入れ、電子レンジ (500W) で約１分半加熱し、酢とみじん切りに
　したみょうがとしょうがを加える。
③アク抜きをしたなすの水気を切り、サラダ油を全体にまぶして耐熱容器に広げて入れ
　る。ふんわりとラップをして電子レンジ (500W)　で約５分加熱する。
④③が熱いうちに②と混ぜる。粗熱をとって冷蔵庫で冷やして皿に盛り、最後に青じそ
　をトッピングすればできあがり♪

中島 亜理沙
Arisa  Nakajima

部 署 紹 介 OP 室002
The
Operating
Room

対 象 科

Q．私は手術の時にどのように役立つでしょう？

・外科
・整形外科
・形成外科
・産婦人科

・泌尿器科
・眼科
・耳鼻科

■術前から術後まで、安心して手術を受けて
いただくことができるよう、スタッフ一同心
をひとつにして努めてまいります。

■手術を受けられる方ひとりひとりとの関
係を大切にしています。手術の前にはお部
屋までお伺いしていますので、気がかりな
ことは何でもご相談ください。

part 2

　

当
院
で
は
東
部
地
域
の
各
医
療
機
関
が

感
染
制
御
に
関
す
る
情
報
交
換
を
通
じ
て

相
互
に
支
援
し
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

「
院
内
感
染
対
策
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

を
年
４
回
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第

１
回
目
を
５
月
３
０
日
に
「
結
核
患
者
発

生
時
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

二
次
保
健
医
療
圏
の
７
つ
の
医
療
機
関
と

安
芸
福
祉
保
健
所
に
参
加
い
た
だ
き
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
院
で
の
結
核
発
生
時
の
事
例

の
報
告
と
し
て
入
院
か
ら
結
核
確
定
診

断
、
お
よ
び
届
け
出
を
行
う
ま
で
の
経
過

や
そ
の
間
に
実
施
し
た
感
染
予
防
策
、
家

族
へ
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

次
に
安
芸
福
祉
保
健
所
保
健
師
の
方
よ

り
「
県
東
部
に
お
け
る
結
核
発
生
状
況
お

よ
び
発
生
時
の
対
応
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

結
核
の
概
要
と
保
健
所
・
医
療
機
関
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
情
報
提
供
を

し
て
い
た
だ
き
、
東
部
地
域
の
患
者
の
特

徴
や
、
保
健
所
の
役
割
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

参
加
い
た
だ
い
た
施
設
か
ら
も
検
査
の

実
際
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
、
喀
痰

塗
沫
検
査
を
院
外
へ
依
頼
し
て
い
る
こ
と

や
、
検
査
結
果
の
判
明
ま
で
に
時
間
が
か

か
る(

即
日
の
検
査
結
果
が
得
ら
れ
な
い)

と
い
っ
た
現
状
が
判
り
ま
し
た
。
ま
た
、

届
け
出
時
期
に
つ
い
て
確
定
診
断
さ
れ
て

か
ら
が
良
い
か
、
疑
わ
し
い
段
階
で
報
告

す
べ
き
か
と
い
っ
た
質
問
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
即
日
検
査
結
果
が
得
ら
れ
な
い
場

合
の
擬
似
患
者
に
つ
い
て
も
、
情
報
や
対

策
の
共
有
の
た
め
に
、
保
健
所
へ
一
報
入

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
結
核

に
つ
い
て
各
々
の
施
設
で
共
通
し
た
対
策

の
必
要
性
を
再
確
認
で
き
、
有
意
義
な
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

院
内
の
み
な
ら
ず
、
関
わ
る
施
設
間
で

情
報
共
有
し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る

こ
と
が
東
部
地
域
で
の
感
染
対
策
に
欠
か

せ
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
継
続
し
二

次
保
健
医
療
圏
内
の
院
内
感
染
対
策
の
充

実
を
図
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

感染管理室 看護師

川野上 理江

感染
対策
第
１
回 

院
内
感
染
対
策
合
同

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
報
告

エネルギー

水分

タンパク質

脂質

糖質

カリウム

塩分

101 Kcal

137 ml

2.7 g

6.2 g

3.5 g

329 mg

1.2 g

★
な
す
選
び
の
コ
ツ

　

・
皮
に
ハ
リ
と
ツ
ヤ(

光
沢)

が
あ
り
、
傷
な
ど
が
な
い
も
の

　
　

が
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
。

　

・
ヘ
タ
の
切
り
口
が
み
ず
み
ず
し
く
、
ヘ
タ
に
あ
る
ト
ゲ
が
ピ

　
　

ン
と
し
て
い
る
も
の
が
新
鮮
。

　

・
持
っ
た
時
に
ず
っ
し
り
と
重
み
を
感
じ
る
も
の
。
軽
い
も
の

　
　

は
中
が
ス
カ
ス
カ
の
可
能
性
大
。

★
保
存
方
法

　
　

暖
か
い
時
期
に
採
れ
る
な
す
は
低
温
に
弱
く(

低
温
障
害
を

　
　

起
こ
し
や
す
い)

、
水
分
が
蒸
発
し
や
す
い
た
め
新
聞
紙
か

　
　

ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
野
菜
室
で
保
存
。

★
な
す
の
豆
知
識

　
　

な
す
は
そ
の
90
％
以
上
が
水
分
で
、
汗
を
か
く
夏
場
に
は
水

　
　

分
補
給
と
し
て
も
役
立
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
昔
か
ら
身

　
　

体
を
冷
や
す
と
も
言
わ
れ
、
夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま

　
　

す
。
な
す
は
水
分
ば
か
り
で
栄
養
が
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

　
　

な
す
の
皮
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
『
ナ
ス
ニ

　
　

ン
』
と
い
う
色
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ス
ニ
ン
に
は
抗

　
　

酸
化
作
用
が
あ
り
、
老
化
や
が
ん
の
予
防
に
役
立
つ
と
言
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
。

なす＆みょうが＆しょうがは高知県

が生産量日本一です。地産地消パワー

で暑い夏を乗り切りましょう♡

管
理
栄
養
士
の

四
季
の
食
卓

茄子

麻酔科応援医師

福永 賀予 Dr. 山下 幸一 Dr.

問１

問２

問３
問４

問５

[問１の答 ]「針カウンター」…手術で使用した針を一本一本数えるのに使います。針を無くしたら大変！　[ 問２の答 ] これは主に骨折の手術の時にレント
ゲンを見ながら手術を進めるのに使います。　[ 問３の答 ]「インフィニティ」…白内障の手術の時に大活躍します。　[ 問４の答 ]「筋鉤」…手術部位を見
やすく拡げるために使います。小さいものから大きいものまであります。　[ 問５の答 ]「無影灯」…手術専用の照明で、影を作らないようにします。

OP 室


